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はじめに 

 本誌『情報化社会・メディア研究』1)は、放送大学大学院「情報化社会研究」ゼミナー

ルの修了生によって設立された情報化社会研究会により、2004 年から 2019 年までの毎年

度、計 16 巻が発行された。これまで同誌には、ゼミナールの修了生とそれ以外の執筆者に

よる論文など様々な論考が計 147 編掲載されている。主なテーマは誌名の通り「情報化社

会とメディア」であるが、扱われている題材と射程は極めて多彩で幅広い。ジャーナリズ

ム、新聞、放送、通信、メディア史、地域文化、図書館、政治、教育、コミュニケーショ

ン、携帯電話、文字入力、バリアフリーなど、そのテーマは社会学に軸足を置きながらも、

時にカテゴリーを超えて多方面に広がっている。 
今回、第 17 巻の発行に際して、既刊の内容を振り返り、当研究会の 16 年間の活動を総

括する機会としたい。一言に振り返ると言っても、16 巻で計 147 編の論考を単純に読み込

むだけでも多くの労力が必要である。さらにそれら論考の内容とテーマは多種多様で、そ

れぞれに専門領域があり、内容を理解するためには広範囲の知識が要求されるため、限ら

れた時間と能力では困難が予想される。 
近年、計量テキスト分析あるいはテキストマイニングと呼ばれる、テキスト型データを

コンピュータで数値化して分析する手法が発展し、手軽に使えるようになっている。本誌

掲載の論考をこうした手法で分析して振り返りと理解の助けとするとともに、その手法の

有効性を検証してみたい。これはまさに「情報化社会」を探究する本誌の意義に沿うもの

と考えている。 

1. 分析の方法 

本稿での分析対象は、『情報化社会・メディア研究』に掲載された巻頭言、論文、研究ノ
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ート、修士研究成果報告、特別寄稿など種類の異なる論考計 147 編（以下、個別の論文等

を総称して「論考」と表記）すべてのテキストデータとする。ただし、各論考末尾の「註」

は除く。 
1～16 巻に掲載された論考の著者は全部で 60 人、このうち 37 人が 1 編、23 人は 2 編以

上を掲載しており、 も多い著者は 17 編である。論考の種別ごとの件数（編）は表 1 の通

りである。 

表 1 掲載論考の種別と件数 

種別 件数（編）

巻頭言（はじめに） 7 
特別寄稿 15 
特集 1 
論文 23 
研究ノート 46 
修士研究成果報告 46 
修士論文添付要旨 5 
活動報告 2 
書評 2 

合計 147 

近年、情報技術の発展とともに広まっている「テキストマイニング」は、テキスト（文

章）型のデータから自動的に単語や文節を切り出して、多変量解析などの統計的処理を行

い、情報を取り出す技術である。テキストマイニングの技術を活用して、文章や社会調査

データなどを対象に伝統的に行われてきた「内容分析」を実践する方法として、樋口耕一

は「計量テキスト分析」を提唱し、次のように定義している2)。 

計量テキスト分析とは、計量的分析手法を用いてテキスト型データを整理または分析し、

内容分析（content analysis）を行う方法である。計量テキスト分析の実践においては、コ

ンピュータの適切な利用が望ましい。 

 本稿では、『情報化社会・メディア研究』の掲載論考について、樋口が作成したフリーソ

フトウェア「KH Coder」3)を使用して、計量テキスト分析の手法により分析を行う。樋口

はテキスト型データの計量的分析について、次の 2 段階からなる接合アプローチを提案し

ている4)。 
段階 1 は、自動抽出した語を用いて、恣意的になりうる操作を極力避けつつ、データの

様子を探る。段階 2 は、分析者が主体的かつ明示的にデータ中からコンセプトを取り出し、

分析を深める。 
ここでは段階 1 の手順に従い、本誌の全論考のテキストデータを KH Coder に入力して、

使用されている語を自動抽出してリストを作成した後、用意された各種のコマンドで図表

を作成して分析を行う。具体的には、多く出現していた語を確認する（抽出語リスト）、語
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と語の結びつきを探る（多次元尺度構成法、共起ネットワーク）、テキストの部分ごとの特

徴を探る（対応分析）、内容が似た文書の群を探す（クラスター分析）、といった流れで作

業を進める。 
この手順では、恣意的な操作を避ける必要があるので、なるべく論文等の内容そのもの

には触れずに作業を進める。そのため、著者名についても外部変数として用語の抽出・集

計の対象としない。 

2. 単語の抽出と結びつき 

2.1. 抽出語リスト 

『情報化社会・メディア研究』1～16巻に掲載された論考の全テキストデータをKH Coder
に入力して、使用されている言葉を自動抽出して集計した。集計の単位としては、「文」「段

落」に加えて、「論考」147 編、「冊子」16 巻、4 巻（年）ごと 4 期、でそれぞれ集計でき

るように、元のテキストデータを加工した。 
語の抽出に際しては、一般的に頻出し過ぎて分析の妨げとなる「年」「月」「日」「次」「図」

「表」などは「使用しない語」に指定して、集計と分析の対象から外した。一方で、論考

中の扱いが重要で分析に必要だが、自動抽出では 1 つの語としてうまく抽出されない複合

語がある。「米軍」「携帯電話」「新聞社」「通信社」「日本新聞協会」「東日本大震災」「NHK」

「NTT」など、これらは「強制抽出する語」として設定した。 
入力したテキストデータを前処理して自動抽出した結果、総抽出語数は 834,583 語、異

なり語数は 31,816 語、文数は 33,528 文、段落数は 18,174 段落との結果を得た。語の抽出

集計した中から出現回数の上位 150 語のリストを作成したのが表 2 である。 
上位から「情報」「新聞」「日本」「利用」「社会」「研究」の順番となっており、本誌の性

格上、多用されて当然と思われる語ばかりであるが、「明治」が 9 番目に入っているのが目

を引く。また、50 位前後にかけて「記者」「放送」「通信」「メディア」「報道」「新聞社」

など、マスメディアに関する語が入っている。並行して「システム」「機能」「携帯電話」

「インターネット」「IT」といった情報技術系の言葉が現れる。 
これらの抽出語を、その出現パターンによって分類して分析の手掛かりとする。 
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表 2 抽出語リスト（出現回数順 1～150 位） 

順位 抽出語 回数  順位 抽出語 回数 順位 抽出語 回数 

1 情報 2,224  51 中国 425 101 知る 310
2 新聞 2,024  52 委員 410 102 高い 307
3 日本 1,912  53 新聞社 400 103 位置 306
4 利用 1,110  54 当時 400 104 対象 306
5 社会 1,026  55 制度 399 105 取材 305
6 研究 1,021  56 世界 397 106 米国 305
7 行う 947  57 多く 393 107 文字 303
8 人 918  58 システム 392 108 紙 301
9 明治 890  59 国際 390 109 読む 301

10 問題 867  60 無線 387 110 地方 300
11 教育 862  61 目的 382 111 料金 299
12 考える 829  62 企業 381 112 書く 293
13 技術 809  63 使う 381 113 政治 293
14 必要 762  64 示す 380 114 言う 287
15 関係 760  65 科学 379 115 人間 287
16 記者 758  66 機能 379 116 ネット 284
17 放送 751  67 携帯電話 378 117 アメリカ 283
18 通信 736  68 広告 378 118 分析 282
19 政府 703  69 時間 378 119 伝える 278
20 メディア 702  70 入力 376 120 大きい 277
21 見る 678  71 意味 368 121 対応 274
22 図書館 644  72 インターネット 365 122 述べる 273
23 電信 621  73 事業 359 123 文学 270
24 活動 582  74 ニュース 354 124 自由 266
25 調査 575  75 存在 354 125 学習 265
26 状況 565  76 コミュニケーション 352 126 学生 262
27 会社 561  77 文化 352 127 提供 262
28 知識 557  78 生活 350 128 基本 261
29 組織 551  79 現在 348 129 マスメディア 259
30 台湾 545  80 経営 345 130 表現 256
31 記事 528  81 受ける 344 131 用いる 255
32 場合 525  82 IT 339 132 その後 253
33 可能 519  83 得る 338 133 以降 253
34 報道 515  84 影響 337 134 データ 250
35 内容 508  85 求める 337 135 明らか 248
36 結果 507  86 掲載 337 136 決定 247
37 学校 501  87 方法 335 137 年代 247
38 電報 500  88 暗号 334 138 評価 247
39 持つ 496  89 一般 333 139 労働 247
40 多い 483  90 資料 333 140 国民 246
41 地域 481  91 経済 332 141 指摘 246
42 東京 470  92 変化 330 142 人々 246
43 大学 460  93 中心 325 143 理由 246
44 時代 450  94 行動 324 144 発行 245
45 個人 449  95 主義 323 145 開始 244
46 編集 446  96 重要 323 146 実現 244
47 ケーブル 441  97 機関 318 147 大北 243
48 サービス 440  98 思う 317 148 コンピュータ 241
49 電子 427  99 環境 315 149 筆者 241
50 昭和 426  100 雑誌 312 150 開発 240
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2.2. 多次元尺度構成法 

抽出語がどのように使われているかを探るために、多次元尺度構成法で語を 2 次元に配

置した図を作成した（図 1）。この方法では、同じ段落内に一緒に出現する（共起する）語

が近くに配置される。出現パターンの近いものを便宜上、8 個のクラスターに分類して色

分けしている。 
クラスター1（c1 と表記、c2 以下も同様）は、図の原点の周辺に配置され、「情報」に関

する研究としては必ず使用されるような一般的な用語が多い。c2 から c8 はそれぞれに具

体的、特徴的な用語となり、これらが本誌の中で大きなボリュームを占める主要な関心領

域、研究対象のカテゴリーを示していると考えられる。 
図 1 からクラスターごとの抽出語を抜き出したのが表 3 である。 

 
図 1 多次元尺度構成法による抽出語の配置 
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表 3 クラスター分類された抽出語 

クラスター 抽出語 
c1 情報、利用、問題、技術、通信、メディア、可能、調査 
c2 日本、新聞、明治、政府、放送、台湾、中国、報道 
c3 社会、研究、重要、人、図書館、科学、知識、個人、生活 
c4 記者、編集、昭和、制度、広告、世界、企業、経営、取材 
c5 電信、電報、ケーブル、無線、暗号、 
c6 教育、時代、組織、大学、地域、学校、目的、資料、文化 
c7 電子、システム、インターネット、コミュニケーション、機能 
c8 サービス、携帯電話、入力、位置、IT、文字 

 

2.3. 共起ネットワーク 

次に、上位の抽出語による共起ネットワークを作成した（図 2）。多次元尺度構成法と同

様に、文書内で出現パターンが似ている（共起する）語が配置されているが、共起する語

同士が線で結ばれており、語と語の関連がより直感的にわかりやすい。比較的強く結びつ

いている語がまとめられて、サブグラフとして色分けされている。 

 
図 2 上位の抽出語による共起ネットワーク 
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 抽出語上位の「情報」「新聞」「日本」「社会」「利用」を中心として多くの語が配置され

ている。「情報」と「利用」以外は異なるサブグラフに分かれており、これら上位語間での

共起度はあまり強くないことがわかる。 
4 個の主なサブグラフに含まれる抽出語は表 4 の通りである。 
サブグラフごとのテーマをそれぞれの抽出語から推測してみる。サブグラフ 1（s1 と表

記、s2 以下も同様）は、日本を中心とした電信・電報など通信事情に関わるもの。s2 は携

帯電話や位置（情報）、図書館などのサービスと利用。s3 は新聞報道とニュース、記者と

取材、新聞社の経営。s4 は社会と技術、地域と放送メディア、地方の文化。といったもの

が浮かんでくる。また、その周囲には「紙―電子」「文字―入力」などのように、独立して

テーマを明確に表す語が配置されている。 
社会ネットワーク分析では、要素間を 短距離で結んだ時に通過する回数の度合いを媒

介中心性と呼ぶ。図 2 で媒介中心性が強い語は順に「日本」「利用」、「記者」「電信」「サー

ビス」「情報」「社会」「新聞」、「通信」「メディア」「放送」「地域」などとなる。これらの

語によって主要な 4 個のサブグラフは緩やかにつながり、全体として円環状の大きなネッ

トワークを形成していることがわかる。 

表 4 主なサブグラフの抽出語 

3. 対応分析 

3.1. 発行時期による分析 

抽出語と変数との関連性を 2 次元で図示するのが対応分析である。グラフ内で原点から

の方角と距離が近いもの同士は関連性が強いとされている。 
まず、発行時期の違いによる比較を行うため、16 巻を年度順に 4 巻ごと 4 期間に分けて

変数とした。第 1 期（1～4 巻、2004～2007）、第 2 期（5～8 巻、2008～2011）、第 3 期（9
～12 巻、2012～2015）、第 4 期（13～16 巻、2016～2019）である。この 4 期間と抽出語と

の対応分析を行なった（図 3）。 
第 1～3 期は X 軸上では近い位置に並んでおり、第 4 期だけが離れている。時期ごとの

特徴的な抽出語は、第 1 期については「新聞社」「ニュース」「編集」、第 3 期については「地

方」「文化」「組織」、第 4 期の抽出語としては「中国」「台湾」である。各巻には、多くの

著者による、多彩なテーマの文書が混在しているので、一概に傾向を言うことは難しいが、

第 1 期、第 3 期、第 4 期に関しては、こうした抽出語に関連するテーマが比較的多く掲載

サブグラフ 抽出語 
s1 日本、政府、会社、中国、台湾、通信、電信、ケーブル、国際、電報、

無線、暗号、明治、東京 
s2 情報、利用、必要、サービス、携帯電話、図書館、大学、教育、学校 
s3 新聞、記者、記事、取材、報道、新聞社、編集、掲載、ニュース、制度

s4 社会、技術、個人、活動、組織、主義、地域、文化、放送、メディア 
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されていたと考えられる。第 2 期は原点に近く、一般的に使用される用語が集中している

ため特徴を見いだすのは難しい。 

 
図 3 抽出語と発行時期の対応分析 

3.2. 著者名との対応分析 

続いて、著者を変数として抽出語との対応分析を行った。先述の通り論考の著者は 60
人いるが、全員を配置すると多すぎて判別しにくいので、論考を 2 編以上執筆している 23
人をグラフ上にプロットした（図 4）。著者名の近くにある抽出語は論考のテーマに関連性

が高いと考えられる。 
グラフの形は、抽出語「電報」「電信」、「新聞」「編集」、「入力」を頂点とする大まかな

三角形を形成している。特にグラフ右側の「電報」「電信」から「明治」「日本」「台湾」に

かけての語群は原点から距離があり他の語群と離れていて特徴的である。この付近には 2
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人の著者名が配置されている。 
一方、原点の左側には、「編集」から「入力」まで多数の抽出語と著者名が帯状に並んで

いる。原点の比較的近くに「情報」を中心として多くの用語がプロットされており、多数

の著者名が散在している。近接しているのでわかりにくいが、「新聞」「編集」から「放送」

「教育」「組織」「活動」などの抽出語と、「情報」「技術」「図書館」「サービス」などの塊

との間に境界が見受けられる。全体としてこのグラフからは、23 人の著者はその論考の内

容により、図中の点線で示したような 4 グループに分けられると考えられる。 

 
図 4 抽出語と著者名の対応分析 

4. 論考のクラスター分析 

これまでの抽出語の分析を踏まえた上で、147 編の論考について、内容の近いものを集

めてグループ化するクラスター分析を行った。使用する語数やクラスター数など各種の条
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件を試行錯誤した結果、9 クラスターの分類結果を得たのが本稿末尾の表 6 である。 
表 6 は全体として、併合水準（非類似度）の小さい論考、すなわち内容が似ているもの

同士が近くなるよう並び替えられている。また、クラスターをさらに小グループに分ける

よう二重線で区切っている。ただし並び順による併合水準の違いは厳密なものではなく、

隣りあっているものが常に内容がより近いとは限らない。 
各クラスターの論考数とそれぞれに特徴的な語を示したのが表 5 である。 

表 5 クラスターごとの論考数と特徴語 

クラスター 論考数 特徴語 

rc1 28 新聞、日本、記者、報道、新聞社、メディア、取材、行う、編集、

記事 
rc2 23 明治、人、図書館、見る、資料、昭和、行う、広告、社会、時代

rc3 24 社会、研究、組織、問題、情報、教育、考える、科学、活動、 
知識 

rc4 26 情報、利用、携帯電話、サービス、コミュニケーション、人、 
システム、位置、可能、考える 

rc5 12 入力、結果、調査、利用、会話、綴り、ローマ字、場合、変換、

キー 
rc6 15 電信、電報、日本、ケーブル、政府、無線、会社、利用、大北 
rc7 6 マラルメ、ヴィリエ、詩、プレヴェール、手紙、映画、パリ 
rc8 7 放送大学、情報化社会研究、テーマ、センター、巻、論文、修士

rc9 6 一般、日本、普及、意味、至る、修士、生まれる、添付、要旨、

歴史 

 さらに、表 6 の分類結果を外部変数として、各クラスターと抽出語の関係を探る対応分

析グラフを作成した（図 5）。 
先に行った著者名の対応分析（図 4）と似ているが、y 軸の上下を逆にした形状のグラフ

であり、点線で区切ったようにより明確に 3 つの極に分離した結果となった。 
原点から上方のクラスター1（rc1 と表記、rc2 以下も同様）は、論考数が 28 編と も多

く、周囲の抽出語は「新聞」「記者」「ニュース」などである。原点から大きく右に離れた

rc6 の抽出語は「通信」「ケーブル」「無線」「電報」「電信」などである。この 2 つのクラ

スターはそれぞれ特徴が明確であり、図 5 の中で目立った存在と言える。 
rc1 と rc6 以外のクラスターと抽出語は、原点から左下方向に固まって配置され、グラフ

が込み入っていて判別が難しい。その中で rc5 は他のクラスターからやや離れており、「入

力」と「文字」に挟まれた場所にある。 
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図 5 論考クラスターと抽出語の対応分析 

5. 考察 

前章までは、論考の内容に極力触れずに機械的にテキストデータの処理をすることで分

析を進めてきた。極論ではあるが、論考の内容を読まなくてもここまでの作業は可能と言

える。ここからは、分析結果と論考の内容を照らし合わせながら考察を行いたい。 
表 6 の 9 個のクラスターには、147 編の論考の中から互いに似通った、関連するテーマ

のものが集められている。このクラスター分析では、著者名は抽出語として使用しておら

ず、論考の内容によって分類や順番に手を加えることはしていない。表 6 をまとめるにあ

たって形式を整理しているだけで、KH Coder の出力順そのままであるが、全体としては概

ね、的確に分類されたものと評価している。 
表 6 の各クラスターについて、論考の内容と抽出語を比較して、共通するテーマを書き
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出し、内容を端的に表すラベルとして以下のようにまとめた。 

rc1：ジャーナリストの現場報告、新聞とネット社会の関わり、新聞記者の教育と統制、

新聞経営の現状と課題 →ラベル「時代とジャーナリズム」 
rc2：明治の広告にみる暮らし、地域文化とメディア、図書館利用と教育 →ラベル「地

域とメディア」 
rc3：法・政策とメディア、ビジネスと組織論、学術情報とリテラシー →ラベル「組織

と情報」 
rc4：デジタルメディアとコミュニケーション、電子化する文書と分析、携帯端末サービ

スの課題 →ラベル「生活とデジタルメディア」 
rc5：日本語入力の課題、情報探索とコミュニケーション →ラベル「学習と情報化」 
rc6：明治以降の国際通信・電信、戦争と通信・暗号 →ラベル「明治以降の国際通信」 
rc7：ラベル「フランスの詩・音楽・映画」 
rc8：ラベル「巻頭言と活動報告」 
rc9：ラベル「特別寄稿と修士論文添付要旨」 

本誌の扱う題材は幅広いが、特に焦点が当てられているテーマはこのようにクラスター

ごとに集約できる。これらのテーマとラベルを手掛かりにすれば、興味や関心のある論考

により早く、適切にたどり着くことが期待できる。 
 図 5 で他のクラスターから突出して目立っている rc1 と rc6 の内容を見てみよう。rc1 に

は 15 人の著者による 28 編の論考が含まれている。いずれも、ジャーナリストの現場体験

や、新聞を中心としたマスメディアの課題などをテーマとしており、著者の多くは新聞記

者や放送局員もしくはその経験者である。一方、rc6 の論考 15 編のうち 14 編は、単一の

著者による、明治期以降の国際通信網の構築について丹念に調査した論考である。残り 1
編も、同じ著者による研究書に対する書評で、書評の著者は別人だが内容については残り

の 14 編と重なる部分が多い。 
 クラスター分析によって、rc1 のように複数の著者による共通したテーマの論考と、rc6
のように単一著者による連続した論考とを、いずれも適切に分類・集約することができた

と言える。 
 図 2 の共起ネットワークでは、サブグラフ s3 に「新聞」関連の抽出語（記者、記事、報

道、編集など）が集まっており、論考クラスターrc１に対応している。同様にサブグラフ

s1 には、「日本、電報、電信、通信、無線」などが集まり、rc6 に対応しているように見え

る。 
 一方で、「日本」「新聞」などの語は、特定の論考クラスターだけに固有なものではなく、

他の多くの論考にも共通して使われている。突出しているように見える rc1 や rc6 のよう

な論考も、他の論考と全くかけ離れているわけではなく、抽出語の共起という形で結びつ

いている。 
 また、図 2 では、媒介中心性の強い語によって、主要な 4 個のサブグラフがつながって

円環状のネットワークを形成している。それは、特定の頻出語を中心とした強い結びつき
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ではなく、いくつもの単語が緩やかにつながった分散型のネットワークである。幅広く多

様な題材を扱っているため一見、関連がなさそうに見える論考の多くが、実は語と語の連

鎖によってつながっている、という本誌の特徴を表している。 

6. まとめ 

 本稿では、計量テキスト分析、テキストマイニングの手法を用いて、『情報化社会・メデ

ィア研究』既刊 16 巻計 147 編の論考を総括して分析する試みを行った。人間は文章を読ん

で理解することができるが、大量のしかも多種多様なテーマを扱った文章を読んで、その

全体像を把握することは容易なことではない。一方、コンピュータは人間のように文章を

読んで理解することはできないが、文章に使用されている単語を抽出して数え上げてパタ

ーンを描きだすことは得意である。テキストマイニングは、コンピュータの力を借りて、

必ずしも定型的ではない大量のテキスト型データを効率的に分析、理解するための有用で

強力なツールであることが今回、確認できた。 
 『情報化社会・メディア研究』が発刊された 2004 年の時点では、机上で 83 万語ものデ

ータを処理して分析を行うということは、誰にとっても簡単な作業というわけではなかっ

た。KH Coder のようなフリーソフトウェアが手軽に利用できることで、テキストマイニン

グの技術が身近になり、作業のハードルは低くなった。これも情報化社会の変化の現れと

言えるだろう。 
 KH Coder による分析では、恣意的にならないようにデータを要約・提示する段階 1 と、

コーディングルールを作成して明示的に理論仮説の検証や問題意識の追究を行う段階 2 を

組み合わせる、接合アプローチが提唱されている。残念ながら本稿では、時間と技能の制

約から段階 1 までしか実行できていない。例えば、表 6 の論考クラスターごとに抽出語リ

ストを作成して個別に分析するなど、本稿の分析で得られたデータを元に段階 2 を実行す

ることで、より分析の精度を高めて理解を深めることが期待される。 
 本稿で作成した、図 2 の共起ネットワークや、表 6 のクラスター別論考リストなどを吟

味することによって、『情報化社会・メディア研究』掲載論考の扱う関心領域が浮き彫りに

なった。「歴史を背景に、新聞・放送メディアの現状や地域の文化活動を記録し、情報化社

会の未来を探る」といった本誌の論考全体が織りなすテーマを俯瞰することができたよう

に思う。本誌の論考は、それぞれにテーマを持ち独自の領域を研究した成果だが、底流に

は常に、情報環境と社会の変化を見つめようとする視点がある。 
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表 6 クラスター別の論考リスト 
クラスター１「時代とジャーナリズム」 

番号 巻（年） 種別 タイトル 著者名

73 第6巻(2009) 修士研究成果報告 意図された「誤断」 －佐藤榮作・ノーベル平和賞を読み解く三つの視点－ 羽生浩一 

91 第8巻(2011) 活動報告 取材体験記～ハノイ、ベルリン、そして… －「ムッシュＫの日々の便り」より－ 柏倉康夫 

133 第14巻(2017) 特別寄稿 ジャーナリスト・駱文森の個人史からみた台湾・日本統治時代から民主化時代への軌跡（中） 羽生浩一 

140 第15巻(2018) 特別寄稿 ジャーナリスト・駱文森の個人史からみた台湾・日本統治時代から民主化時代への軌跡（下） 羽生浩一 

144 第16巻(2019) 特別寄稿 アルジェのジャーナリスト、アルベール・カミュ 柏倉康夫 

109 第10巻(2013) 研究ノート さまよう国民主権 ―TPP交渉と特定秘密保護法からの視点― 安川誠二 

105 第10巻(2013) 論文 2つの事例に見る戦後開拓の実態 ～段山(だんやま)開拓地と千振(ちふり)開拓地から～ 齋藤多美江

128 第13巻(2016) 特別寄稿 ジャーナリスト・駱文森の個人史からみた台湾・日本統治時代から民主化時代への軌跡（上） 羽生浩一 

43 第4巻(2007) 研究ノート ウェブメディア論の射程と限界 筑瀬重喜 

6 第1巻(2004) 修士研究成果報告 新聞編集の現場とネット社会 小山隆司 

94 第9巻(2012) 論文 媒体としての紙、その底力 電子新聞・電子ペーパーを巡る論議の先に見える世界 筑瀬重喜 

15 第2巻(2005) 修士研究成果報告 1920-30年代のメディア戦争 新聞はラジオといかにして共生関係を見出したか 筑瀬重喜 

86 第8巻(2011) 論文 
大正期と現代におけるマスメディア批判の構造的類似性 
 1925年刊『日本及日本人 新聞雑誌批判号』を読む 

筑瀬重喜 

68 第6巻(2009) 論文 
ジュルナリスムの起源 
 いかにして〈ジャーナリズム〉の概念が18世紀フランスで生まれたか、に関する考察 

筑瀬重喜 

77 第7巻(2010) 論文 メディア融合論からメディア連携論へ 過去15年間のICTとメディアの関係を振り返る 筑瀬重喜 

40 第4巻(2007) 研究ノート 日本における新聞記者資格制度導入までの考察 大津昭浩 

79 第7巻(2010) 研究ノート 日本新聞会の「記者証」発行と「錬成」 太平洋戦争期の週報からみた新聞記者統制計画 大津昭浩 

95 第9巻(2012) 研究ノート 新聞記者統制制度廃止までの考察 大津昭浩 

35 第3巻(2006) 論文 
「新聞社の株式譲渡制限」特例法の成立をめぐって 
 －占領後期におけるマスメディアの資本・経営・編集－ 

村上聖一 

13 第2巻(2005) 修士研究成果報告 ジャーナリスト専門教育について―新聞がなくなる日に備えて― 大津昭浩 

88 第8巻(2011) 研究ノート 日本新聞会の実施した新聞記者錬成 枢軸国記者統制方式の導入と実施過程での変質 大津昭浩 

17 第2巻(2005) 修士研究成果報告 韓国地方新聞の現状と課題 ―日韓比較からの考察― 西 泰正 

28 第3巻(2006) 修士研究成果報告 日本で発行されている中国語新聞 ―現状と課題― 長谷川佑司

47 第4巻(2007) 修士研究成果報告 送り手のメディア・リテラシー 自省する新聞に向けて 谷口愛佳 

19 第2巻(2005) 修士研究成果報告 「１９４８年編集権声明」成立の背景 －ＧＨＱ占領政策転換と日本側メディアの対応－ 村上聖一 

92 第9巻(2012) 特集 原発事故を米軍“準機関紙”はどう伝えたか Stars and Stripes紙の報道内容分析から 
震災報道検証

プロジェクト

60 第5巻(2008) 修士研究成果報告 プレスの自由と責任に関する一考察 －送り手と受け手の意識の乖離－ 野田元樹 

72 第6巻(2009) 修士研究成果報告 マスメディアと法令順守の課題 取材や制作現場の視点から 多田敏男 
 

クラスター２「地域とメディア」 

番号 巻（年） 種別 タイトル 著者名

115 第11巻(2014) 研究ノート 明治後半期の新聞広告と人々の楽しみ 『時事新報』に登場した芝居案内 風間道夫 

122 第12巻(2015) 研究ノート 『都新聞』に登場した寄席案内 ―明治・東京人の楽しみ― 風間道夫 

90 第8巻(2011) 研究ノート 明治期の若者の学びと広告 ―『時事新報』に掲載された学校広告― 風間道夫 

106 第10巻(2013) 研究ノート 『時事新報』に登場した案内広告 ―明治30年代の人々の暮らしと新聞の役割― 風間道夫 

125 第12巻(2015) 研究ノート 金子洋文と土崎 ―出郷者がもたらした文化 天雲成津子

63 第5巻(2008) 修士研究成果報告 情報媒体としての料紙装飾 －『西本願寺本三十六人家集』の加工料紙－ 古内 都 

112 第11巻(2014) 特別寄稿 金子洋文研究 ―その文化活動から― 天雲成津子

103 第10巻(2013) 研究ノート 伝統工芸職人の文化的背景 ～近代におけるメディア環境～ 丸山敦 

59 第5巻(2008) 修士研究成果報告 雑誌『種蒔く人』にみる情報・思想の拡がり －土崎版と同人を中心に－ 天雲成津子

78 第7巻(2010) 論文 100年前の地方都市におけるコミュニケーション環境－秋田土崎港町とその住民にみる－ 天雲成津子

2 第1巻(2004) 修士研究成果報告 大宅壮一文庫における知識の組織化 相川由紀夫

10 第1巻(2004) 修士研究成果報告 近代伝統工芸職人の地位確立と情報環境－加賀象嵌・米沢弘安の苦闘－ 丸山敦 

8 第1巻(2004) 修士研究成果報告 幕末明治の読書史―多摩の豪農層を中心に 中西裕 

34 第3巻(2006) 論文 サミュエル・グリーンの「民衆図書館」―1876年論文の28事例から見えるもの― 諏訪敏幸 

102 第10巻(2013) 論文 文学館にみる「地方」 天雲成津子

24 第3巻(2006) 修士研究成果報告 情報化社会の進展と中高年問題 小畑宣子 

146 第16巻(2019) 論文 伝統工芸「加賀象嵌」の衰退過程 近代化と工芸職人の相克 丸山 敦 

131 第13巻(2016) 研究ノート 労働者の個人の尊厳と「パワーハラスメント」の実態に関する一考察 野田元樹 

29 第3巻(2006) 修士研究成果報告 フィンランドの教育手法等を参考にしたメディア・リテラシー教育機関としての学校図書館の在り方 藤森聡美 

27 第3巻(2006) 修士研究成果報告 遠隔学習者のための図書館 ―その機能とサービスモデルを考える― 内藤朱美 

74 第6巻(2009) 修士研究成果報告 むなかた電子博物館のあゆみ －電子博物館の将来展望にむけた調査研究－ 平松秋子 

25 第3巻(2006) 修士研究成果報告 CS放送を通して見る日本社会の多様性について 風間道夫 

56 第5巻(2008) 修士研究成果報告 シニアと公共図書館の有効利用 ビジネス支援が引き出す個人と地域の創造性 新井恭子 

※番号は第1巻から掲載順の通し番号で、表内ではクラスター分析による併合水準に応じて並び替えている。 
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クラスター３「組織と情報」 

番号 巻（年） 種別 タイトル 著者名

5 第1巻(2004) 修士研究成果報告 ネットワーク・コミュニケーションと社会 
―放送メディア政策における「受け手」の視座― 紀伊洋一 

39 第4巻(2007) 論文 
テレビジョン放送の視聴機会均等政策における地平 
 －地上デジタル放送の区域外再送信問題を巡って－ 紀伊洋一 

142 第15巻(2018) 研究ノート 日本国憲法の理念と新・教育基本法との乖離 ―その立憲主義的運用をめざして― 野田元樹 

147 第16巻(2019) 研究ノート アメリカにおける男女別学の合憲性の検討 性差別の比較憲法学的考察 野田元樹 

22 第2巻(2005) 研究ノート わが国の短期大学問題の根源を求めて 相川由紀夫

136 第14巻(2017) 研究ノート 国公立女子大学の合憲性を考える －教育における性差別－ 野田元樹 

42 第4巻(2007) 研究ノート ビジネス・リーダー育成と教育改革 産業発展、国民生活向上に向けた教育活性化 小杉美智子

70 第6巻(2009) 研究ノート 産学共同研究活動の性格と組織形態に関する分析 小杉美智子

107 第10巻(2013) 研究ノート 組織不祥事の原因と解決策に関する提言 小杉美智子

116 第11巻(2014) 研究ノート セン『正義のアイディア』の考察 小杉美智子

123 第12巻(2015) 研究ノート 企業不祥事と階層性 小杉美智子

99 第9巻(2012) 研究ノート 「計測における不確かさ」に関する考察 藤田耕作 

82 第7巻(2010) 
修士研究成果報告 インターネットにおけるセキュリティに関する進化論的研究 

 コンピュータウィルスに対するミーム的視点を中心に 藤田耕作 

26 第3巻(2006) 修士研究成果報告 市民電子ネットワークの形成とソーシャル・キャピタル 高松満至 

75 第6巻(2009) 修士研究成果報告 教科「情報」における情報活用教育について－「情報フルーエンシー」を目指して－ 野部 緑 

44 第4巻(2007) 修士研究成果報告 個人情報保護法施行をふまえて、診療情報のあり方、取り扱いをどのように考えるか 阿南 誠 

101 第10巻(2013) 論文 蠟山政道 戦時下(1937～1942)の「地域主義」～総合雑誌からその本質を探る～ 栗原孝之 

3 第1巻(2004) 修士研究成果報告 フランスの科学技術とグランゼコールなどの影響 青井秀樹 

135 第14巻(2017) 研究ノート 技術哲学序説 小野祐一 

108 第10巻(2013) 研究ノート 学術研究における規範としての「伝統」 諏訪敏幸 

62 第5巻(2008) 修士研究成果報告 科学情報の伝達における個の役割 福原宮子 

114 第11巻(2014) 論文 内在的知識と外在的知識 知識の社会的実現形態について 諏訪敏幸 

7 第1巻(2004) 修士研究成果報告 
1990年代学術図書館における情報格差 
 ―学術情報の二次的供給構造に関する研究の一環として― 諏訪敏幸 

48 第4巻(2007) 修士研究成果報告 
商品デザインの革新性と初期デザインプロセスの普遍性 
 ―1980年代のテレビ受像機デザイン開発との比較考察― 増成和敏 

 

クラスター４「生活とデジタルメディア」 

番号 巻（年） 種別 タイトル 著者名

124 第12巻(2015) 研究ノート イノベーションとその課題－NTT DOCOMO『モバイル空間統計』の事例研究－ 佐藤順 

117 第11巻(2014) 研究ノート 
携帯端末の位置情報データベース利用サービス 

2000年までのサービス概念形成過程を中心として‐ 佐藤順 

130 第13巻(2016) 研究ノート 携帯端末による身分証明サービス‐2000年におけるサービス概念形成過程を中心として‐ 佐藤順 

85 第8巻(2011) 特別寄稿 進む電子化と書物の諸相 柏倉康夫 

45 第4巻(2007) 修士研究成果報告 アルゴリズムアートの成立 阿部好志 

118 第11巻(2014) 研究ノート HTML/CSS縦書き規格策定とバザールモデルについて 下村元之 

55 第5巻(2008) 研究ノート 「橳」の異体字に関する一考察 安野雅人 

54 第5巻(2008) 研究ノート 読書端末はなぜ普及しないのか 筑瀬重喜 

20 第2巻(2005) 修士研究成果報告 紙とコンピュータの相互作用 ―新聞製作システムの事例を中心に― 安野雅人 

53 第5巻(2008) 論文 日本語文書処理における入力方法の標準化過程 長澤直子 

9 第1巻(2004) 修士研究成果報告 情報弱者とその救援 ―ケータイ・パソコン文化に関する文化生態学的考察― 西出隆 

81 第7巻(2010) 修士研究成果報告 高度化する情報通信のコミュニケーションへの影響－社会的弊害とその対策を中心に－ 河野 進 

18 第2巻(2005) 修士研究成果報告 
デジタルメディア環境におけるコミュニケーションの変容について 
 ―携帯電話にみるコミュニケーション行動を中心として― 濱谷英次 

58 第5巻(2008) 修士研究成果報告 
インターネット上のコミュニケーションに関する一考察 

－文字による表現スタイルを中心に－
志藤聡子 

69 第6巻(2009) 論文 生活インフラとしての携帯電話 濱谷英次 

93 第9巻(2012) 特別寄稿 携帯電話を巡る技術的慣性の考察 濱谷英次 

110 第10巻(2013) 研究ノート 緊急時における位置情報活用の課題 安野雅人 

143 第16巻(2019) 特別寄稿 観劇におけるバリアフリーの現状と事例報告 ～SNSが“ルール”を変える～ 岩崎千絵美

16 第2巻(2005) 修士研究成果報告 
電子ネットワーク環境における「匿名」とその心理的影響 

―これからの時代の情報教育のために― 長澤直子 

57 第5巻(2008) 修士研究成果報告 情報化社会における青少年の「孤独」 －ケータイでつながる－ 内海春代 

12 第2巻(2005) 修士研究成果報告 
電子ネットワーク・コミュニティにおける「匿名性」 

―CMCにおけるアイデンティティ表出と沈黙の多数派― 岩崎千絵美

141 第15巻(2018) 研究ノート 欧州のポピュリズムと知識人の責任 －哲学者ハーバーマスを通して考える－ 井本美子 

64 第5巻(2008) 修士研究成果報告 報道の商品価値の研究 安田和夫 

71 第6巻(2009) 研究ノート 1950-70年代の新聞歌壇に見る〈道具〉百景 ―掌へのオマージュ― 大洞敦史 

36 第3巻(2006) 研究ノート 
アクセスログ分析によるブログ閲覧者の情報行動 

―データベースとしてのブログの利用― 岩崎千絵美

137 第14巻(2017) 修士研究成果報告 テキストマイニングで探る量子通信 井本美子 
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クラスター５「学習と情報化」 

番号 巻（年） 種別 タイトル 著者名

32 第3巻(2006) 修士論文添付要旨 情報検索ツールとしてのCINAHL看護シソーラスの特徴医学シソーラスとの比較研究－ 和田佳代子

49 第4巻(2007) 修士研究成果報告 メールマガジンを利用した、社会人の生涯学習への動機づけの実践と、その考察 －社会人の資格取得をとおして－ 森 雅人 

145 第16巻(2019) 書評 『今宵はなんという夢見る夜』柏倉康夫（著） 中西 裕 

37 第3巻(2006) 研究ノート タッチタイピング練習用コンテンツの検討―日本語を母国語とする者のために― 長澤直子 

87 第8巻(2011) 論文 ローマ字教育とローマ字入力について考える―二者の間の接点に注目して― 長澤直子 

98 第9巻(2012) 研究ノート 続・ローマ字教育とローマ字入力について考える―学習による綴り選択の変化に注目して― 長澤直子 

119 第11巻(2014) 研究ノート 連文節変換はなぜあまり使われないのか―日本語入力におけるオペレーションの経年比較― 長澤直子 

126 第12巻(2015) 研究ノート 日本語入力における変換操作習得への課題―ファンクションキーによる変換を中心に― 長澤直子 

14 第2巻(2005) 修士研究成果報告 短期大学生の情報探索行動の分析 種市淳子 

61 第5巻(2008) 修士研究成果報告 臨床実習におけるコミュニケーション不具合の発生に関する研究 福井基孔 

46 第4巻(2007) 修士研究成果報告 開発途上国におけるマルチパーパス・コミュニティ・テレセンタの利用形態に関する考察 ―パナマ国の事例研究― 佐藤 順 

139 第15巻(2018) 特別寄稿 関係維持を指向した意思決定場面における会話状況に基づくグループ状態の推定 河野 進 
 

クラスター６「明治以降の国際通信」 

番号 巻（年） 種別 タイトル 著者名

21 第2巻(2005) 論文 明治期の国際電報利用状況の特徴 大野哲弥 
104 第10巻(2013) 論文 大正・昭和戦前期の国際電報料金、取扱量の変遷 大野哲弥 

121 第12巻(2015) 研究ノート 外国放送無線電報にかかわる外務省と逓信省の対応～外務省の内閣情報局構想と情報委員会～ 大野哲弥 

4 第1巻(2004) 修士研究成果報告 明治6年、559通の国際電報―明治初頭の国際通信網と利用状況― 大野哲弥 

134 第14巻(2017) 研究ノート 大北電信会社からの陸揚権、運用権の回収 大野哲弥 

129 第13巻(2016) 論文 大北電信会社の国際通信独占権満了に伴う日本政府の対応 大野哲弥 

33 第3巻(2006) 論文 明治期対外交渉で見る日本の国際通信政策 大野哲弥 

41 第4巻(2007) 研究ノート 空白の35年、日米海底ケーブル敷設交渉小史 大野哲弥 

96 第9巻(2012) 研究ノート 西南戦争時の政府暗号補論 大野哲弥 

80 第7巻(2010) 研究ノート 明治7年の陸軍省暗号の制定 佐賀の乱後の陸軍暗号電報利用状況 大野哲弥 

138 第15巻(2018) 書評 大野哲弥（著）『通信の世紀：情報技術と国家戦略の一五〇年史』 柏倉康夫 

89 第8巻(2011) 研究ノート 日本海海戦、戦闘開始までの無線電信利用 大野哲弥 

113 第11巻(2014) 論文 第1次世界大戦初頭の日本の国際通信網 大野哲弥 

52 第5巻(2008) 論文 日露戦争初期の無線電信利用状況 大野哲弥 

67 第6巻(2009) 論文 明治7年、台湾出兵時の暗号電報 大野哲弥 
 

クラスター７：「フランスの詩・音楽・映画」 

番号 巻（年） 種別 タイトル 著者名

51 第5巻(2008) 巻頭言 情報化社会・メディア研究」前書きをかねて 柏倉康夫 
127 第13巻(2016) 特別寄稿 ステファヌ・マラルメの未発表の手紙一通 柏倉康夫 

97 第9巻(2012) 研究ノート 初期サルトルの『映画の擁護』を読む 柏倉康夫 

132 第14巻(2017) 特別寄稿 詩集『ことば』の誕生 柏倉康夫 

66 第6巻(2009) 特別寄稿 フランスの詩と音楽 柏倉康夫 

76 第7巻(2010) 特別寄稿 ある図書館の話 柏倉康夫 
 

クラスター８：「巻頭言と活動報告」 

番号 巻（年） 種別 タイトル 著者名

1 第1巻(2004) 巻頭言 創刊の辞 柏倉康夫 
84 第7巻(2010) 活動報告 三無会活動報告 大津昭浩 

100 第10巻(2013) 巻頭言 はじめに 柏倉康夫 

11 第2巻(2005) 巻頭言 はじめに 柏倉康夫 

65 第6巻(2009) 巻頭言 はじめに 大津昭浩 

23 第3巻(2006) 巻頭言 はじめに 柏倉康夫 

38 第4巻(2007) 巻頭言 はじめに 柏倉康夫 
 

クラスター９：「特別寄稿と修士論文添付要旨」 

番号 巻（年） 種別 タイトル 著者名

111 第11巻(2014) 特別寄稿 時を計る 柏倉康夫 
120 第12巻(2015) 特別寄稿 扇 柏倉康夫 

83 第7巻(2010) 修士論文添付要旨 インターネット広告の歴史的変遷とその本質―「ディスプレイ型広告」から「レスポンス喚起メディア」へ― 戸田 淳 

30 第3巻(2006) 修士論文添付要旨 理想の住環境を求めて ―イギリス、ポート・サンライトの場合― 須澤伊佐子

31 第3巻(2006) 修士論文添付要旨 戦後日本の歴史教科書にみる歴史意識の変遷―「つくる会」の位相― 吉野加壽代

50 第4巻(2007) 修士論文添付要旨 カタカナ「ディベート」言説の生成過程 ─「ディベート」という言葉の多様化の考察─ 上野滋男 
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シヤ出版、2020）p.15 
3)  KH Coder のダウンロードサイト https://khcoder.net（2021 年 4 月 19 日確認） 
4) 前掲書『社会調査のための計量テキスト分析』p.25 
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